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［取り扱い注意］ 

 

この資料ならびにソフトウェアの一部または全部を無断で使用、複製することはできません。   

本説明書に記述されている内容は予告なしで変更される可能性があります。 

Windowsは米国 Microsoft Corporation の登録商標です。 

ユーザーが本ソフトウェアの使用によって生じた遺失履歴、（株）データマップの予見の有無を

問わず発生した特別損害、付随的損害、間接損害およびその他の拡大損害に対して責任を負いませ

ん。 

 

 

【改訂履歴】 

 

番号 改訂日付 項 目 概 略 

1. 2012.11 初版 文書番号 DSHGemLib-07-30308-02をﾍﾞｰｽに 

改訂した。 

操作画面の一部の変更も行った。 

2. 2013.5 設定の一部にｺﾝﾎﾞﾎﾞｯｸ

ｽ(ﾌﾟﾙﾀﾞｳﾝﾘｽﾄ)を使用

可にした。 

ｴﾝｼﾞﾝ起動情報 

ﾛｸﾞﾓｰﾄﾞ、ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟﾓｰﾄﾞなど 

装置変数情報定義 

 変数(V)のﾌｫｰﾏｯﾄ選択設定 

3.    

4.    
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１．はじめに 

 

 本マニュアルは、DshGemSet.exe プログラムの操作方法について説明します。 

 

 DshGemSet.exeプログラムは、GEM通信エンジンライブラリ（DSHGemLib, DSHEng4, DSHEng3）で使用する以下の情

報定義ファイルの作成ならびに編集を行うためのソフトウェアツールです。 

 

（１） 装置起動情報定義ファイル（拡張子が .cnfのﾌｧｲﾙ） 

（以下、起動情報ファイルと呼ぶことがあります。） 

エンジンを起動するための設定情報を定義します。 

例えば、管理する情報の最大数、使用する通信ドライバーのポート、デバイスなどの情報です。 

DSHEng3 は他のエンジンとは定義する情報項目の一部が違いますので、どちらかをコンボボックスで選択

した上で操作することになります。 

 

（２）装置管理変数情報定義ファイル（ソースファイルの拡張子.txt, オブジェクトの拡張子 .fil ） 

（以下、管理情報ファイルと呼ぶことがあります。） 

装置変数(EC,SV,DVVAL)、イベント（CE,REPORT）アラーム IDなどの情報を定義します。 

DSHGemLibと DSHEng4との間で操作の違いはありません。 

.txtのソースﾌｧｲﾙから.filのオブジェクトファイルへのコンパイルを画面上で行うことができます。 

 

 定義ファイルは、両方ともテキスト形式のファイルになります。 

 

 装置変数情報定義ファイルは、テキスト形式のファイル上に定義しますが、通信エンジンソフトウエアに与えられ

る形式は、.fil形式のオブジェクトファイルにコンパイルされ、変換されたものになります。 

 例えば、EQINFO.txtで定義された定義ファイルはコンパイルされ、EQINFO.filの名前のオブジェクトファイルが生

成され、それをエンジンが使用することになります。 

 

 

 

 

 DshGemSet.exe実行に必要なプログラムファイルは下表の通りです 

番号 ﾌｧｲﾙ名 備考 

1 DshGemSet.exe 編集ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑです。 

2 DshCompile.exe 装置変数情報ﾌｧｲﾙをｺﾝﾊﾟｲﾙするﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑです。 

3 DshEdit.dll DshGemSet.exeのための DLLです。 

4 dshgemxsn.dll ﾀﾞﾐｰの DLLです。 

5 dshdr2.dll HSMS通信ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰです。 

 

 参考資料を下表に示します。 

 

 文書番号 文書名 注釈 

1 DSH-NAVI-12-30801-00 DSHエンジン・ツール・ナビゲータ 

 

 

2 DSH-GEMSET-12-30802-02 起動ﾌｧｲﾙ、管理情報定義ﾌｧｲﾙ設定・編集ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ v-2.0 

 

(本文書) 

3 DSHGENG3-06-30002-01 

DSHGemLib-07-30002-00 

DSHEng3 起動ファイルコマンド定義仕様書 

DSHGemLib, DSHEng4   “    “ 

 

4 DSHGemLib-07-30001-00 装置管理情報定義仕様書 

 

 

EQINFO00.txt EQINFO00.fil ｺﾝﾊﾟｲﾙ DSHGemLib 

（DSHEng3,4） 

ｿﾌﾄｳｪｱﾊﾟｯｹｰｼﾞ 

入力 
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２．プログラムの起動と終了 

  

 起動はDshGemSet.exeを、通常の Windowsアプリケーションプログラムと同様に起動します。 

また、最初に DshNavi.exe を起動し、その中の装置変数定義ﾌｧｲﾙ参照・編集 ボタンのクリックで起動することが

できます。 

 

 起動すると、次の初期画面が表示されます。 

   

この後、起動情報定義ファイルを起動情報ファイル、管理情報定義ファイルを管理情報ファイルと呼ぶこのします。 

  

以下、編集したい情報ファイルのメニューをクリックし、それぞれの編集画面を開始します。 

 終了ﾎﾞﾀﾝのクリックで操作を終了させることができます。 

 

２．１ テキストエディターの選択 

  

なお、ｵﾌﾟｼｮﾝ(O)メニューの中のﾃｷｽﾄｴﾃﾞｨﾀｰ選択(E)タブのクリックによって、定義ファイルの内容を直接テキスト

エディターで参照したい場合に使用するエディタープログラムを選択することができます。 

初期設定されているエディターは、\Windows\system32\notepad.exe です。 

 

 
ここで選択されたエディタープログラム名は、次に DSHGemSetプログラムが再起動されたときのため、記憶保存さ

れます。 
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３．装置起動情報ファイルの編集操作 

 

３．１ 設定対象ファイルの選択と設定開始 

 

 ２．の初期画面で  装置別起動情報ファイルの設定 が選ばれると、以下の画面が表示されます。 

  
 

 次の手順で操作します。 

 

（１）設定対象とする装置起動情報ファイル名を選択します。 

装置起動情報ファイル名として、以前開いたファイルがあれば、最後に開いたファイル名が表示されます。 

①  新規にファイルを作成したい場合は、新規作成ボタンをクリックします。 

この場合、画面の装置起動情報ファイル名は空白になります。この場合、起動ﾌｧｲﾙ名の欄に、ﾌｧｲﾙ名を

キー入力してください。 

② 既存ファイルの中から選択し、編集したい場合は、既存ﾌｧｲﾙボタンをクリックします。 

ファイルを開くダイアログ画面がポップアップされますので、開きたいファイル名を選択することにな

ります。 

③ 最近開いたファイルの中から選択し、編集したい場合は、最近開いたﾌｧｲﾙボタンをクリックします。 

最近開いたファイル名リスト画面がポップアップされますので、そのリストから選択します。 

 

④ 最初に起動情報ファイル名として表示されたファイルの編集の場合はそのままの状態にしておきます。 

 

（２）次に、対象ソフトウェアの選択変更を必要に応じて行います。  

   

（３）この後、設定操作開始ボタンをクリックし、編集操作を開始します。 

３．２のメニュー画面に進みます。 

 

（４）ｷｬﾝｾﾙボタンをクリックすると初期画面にもどります。 
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３．２ 装置起動情報ファイル(.cnf)編集画面 

 

 先に３．１での対象ソフトウェアの選択によって設定内容が変わりますので、選択されたソフトウェアに対応した

編集画面が表示されます。 

  

［ DSHGemLib・DSHEng4用設定画面 ］ 

 

 操作は簡単です。以下の順で行います。 

 

（１）各コマンドについて、設定したい値をキー入力していきます。 

コマンドの意味の欄を参考にしてください。 

（２）編集操作が終ったら、保存または新規保存のボタンをクリックして情報を指定ファイルに保存します。 

（３）ｴﾃﾞｨﾀｰで確認ボタンをクリックすると、テキストエディターを使って起動ファイルの内容を確認すること

ができます。メエディターでファイルを変更した場合は、一旦閉じてから、最初から編集操作をやり直し

てください。(使用するﾃｷｽﾄｴﾃﾞｨﾀｰは、初期画面のｵﾌﾟｼｮﾝ(O)メニュー操作によって選択できます。) 

（４）ｷｬﾝｾﾙボタンのクリックによって初期画面に戻ることができます。 

４．装置管理情報ファイルの編集操作 

 

 変数などを定義する装置管理情報の編集操作とファイルの作成は次のフローチャートのように行います。 
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  N 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内部管理情報領域 

（最初は空） 

管理情報ﾌｧｲﾙ名を指定する。(.TXT) 

管理情報ﾌｧｲﾙﾆ情報あり？ 

開始 

内部管理領域に読み込む 

（ｿｰｽﾌｧｲﾙ指定の場合はｺﾝﾊﾟｲﾙ後） 
管理情報 

ﾌｧｲﾙ(.FIL) 

編集操作で内部管理情報領域に登録 編集操作 
 

内部管理情報領域の内容をｿｰｽﾌｧｲﾙに

保存する。 

内部管理情報領域 

（最初は空） 

管理情報 

ﾌｧｲﾙ(.TXT) 

ｿｰｽﾌｧｲﾙをｺﾝﾊﾟｲﾙし、ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄﾌｧｲﾙを

作る。(.FIL) 管理情報 

ﾌｧｲﾙ(.FIL) 

ｺﾝﾊﾟｲﾙ 

終了 

Y 
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４．１ 起動情報ファイルと管理情報ファイルの選択 

 

  ２．の初期画面で  装置管理変数定義情報ファイルの設定 が選ばれると、次の画面が表示されます。 

  

  

起動情報ファイルの設定には、３．で設定したものを指定する必要があります。 

 起動情報ファイルには、管理情報の個数、ファイルパスなどの項目が定義されています。 

 

 操作は以下の手順で行います。 

（１）装置起動情報定義ファイル名（起動情報ファイル）の設定を行います。 

装置起動情報定義ファイル名として、以前開いたファイルがあれば、最後に開いたファイル名が表示され

ます。 

①既存ファイルの中から選択し、編集したい場合は、参照ボタンをクリックします。 

ファイルを開くダイアログ画面がポップアップされますので、開きたいファイル名を選択することにな

ります。 

② 最近開いたファイルの中から選択し、編集したい場合は、開きなおすボタンをクリックします。 

最近開いたファイル名リスト画面がポップアップされますので、そのリストから選択します。 

 

③ 最初に起動情報ファイル名として表示されたファイルの編集の場合はそのままの状態にしておき  

ます。 

 

（２）次に編集対象としたい装置管理変数情報定義ファイル名（管理情報ファイル）の設定を行います。 

管理情報ファイル名としては、ソースファイル(.TXT)、オブジェクト(.FIL)のどちらの形式のファイルを

ｺﾝﾊﾟｲﾙ情報のﾛｸﾞ表示 
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指定してもかまいません。 

① 新規にファイルを作成したい場合は、新規作成ボタンをクリックします。 

管理情報ファイル名は空白になります。 

② 既存ファイルの中から選択し、編集したい場合は、既存ﾌｧｲﾙボタンをクリックします。 

ファイルを開くダイアログ画面がポップアップされますので、開きたいファイル名を選択することにな

ります。 

③ 最近開いたファイルの中から選択し、編集したい場合は、最近開いたﾌｧｲﾙボタンをクリックします。 

最近開いたファイル名リスト画面がポップアップされますので、そのリストから選択します。 

 

④ 最初に管理情報ファイル名として表示されたファイルの編集の場合はそのままの状態にしておき  

  ます。 

 

（２）この後、設定操作開始ボタンをクリックし、編集操作を開始します。 

ソースファイル名が指定された場合には、まず、コンパイルを行います。 

コンパイルの結果、エラーがあった場合は、新規ファイルの作成と同様の扱いになります。 

 

コンパイルエラーが発生した場合のエラーメッセージそして、コンパイル結果が表示されます。 

次ページに表示例を示します。 

 

管理情報ファイル名で指定されたファイルが存在し、有効な場合、そのファイルに定義されている情報を

内部に取り込みます。取り込まれた情報が編集対象になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そして、４．２の管理情報名の選択メニュー画面に進みます。 

 

もし、エラーを検出し、先に進めない場合は、ｴﾃﾞｨﾀｰで確認 でファイルを確認し、修正できるようであ

れば、エディターで直接修正し、もう一度やり直してください。 

 

（３）キャンセルボタンをクリックすると初期画面にもどります。 

 

（４）ｴﾃﾞｨﾀｰで確認ボタンをクリックすると、テキストエディタープログラム(notepad.exe など)で管理情報フ

ァイルの内容を確認することができます。テキストエディターでファイルを変更した場合は、一旦閉じて

から、最初から編集操作をやり直してください。 

 

 なお、コンパイル結果は、４．２の管理情報名の選択メニュー画面上（次ページにログ表示されます。 

 

 

管理情報ファイル 
変数情報(EC, SV, DVVAL) 

ｲﾍﾞﾝﾄ情報(CE, REPORT) 

ｱﾗｰﾑ情報(ALARM) 

ﾄﾚｰｽ情報(TRACE) 

ﾌﾟﾛｾｽﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ、ﾚｼﾋﾟ(PP, FPP, RCP) 

ｽﾌﾟｰﾙ情報(SPOOL) 
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４．２ 管理情報選択メニュー 

 

 次の管理情報項目の選択画面が表示されます。 

 

 

 先の４．１で指定された管理情報のファイル名であるソースならびにオブジェクトファイル名がそれぞれ、対象フ

ァイル名になります。 

 

 以下、次のような手順で操作を行います。 

 

（１）編集したい情報のボタンをクリックします。 

EC装置定数、ＳＶ装置状態変数などのボタンです。 

 

（２）編集したい情報のボタンのクリックの後、４．３で示す、各情報に対する編集画面が表示されますので、 

   その画面上で、必要な編集を行います。 

なお、新規作成の場合は、画面にも表示されていますが、以下の順番に情報の編集を行うと効率よく作成

することができます。 

① EC, SV, DVVALの定義 

② 次に REPORT,CE, ALARMの順番に行います。 

③ 変数トレース情報の必要があれば設定します。 

④ プロセスプログラム（PP, FPP、レシピ）、スプールについては、その後行います。 

 

（３）上の(1), (2)の編集操作を必要と思われる情報について行います。 

 

（４）編集したい情報について作業が終ったら、.TXTファイルに保存します。 

保存ボタンまたは新規保存ボタンのクリックで行います。 

保存ボタンの場合は、画面の装置管理情報ソースファイル名にとして表示されているファイルに保存され

ます。 

ｺﾝﾊﾟｲﾙ情報のﾛｸﾞ表示 
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新規保存ボタンの場合は、保存ファイルに別の名前をつけて保存します。保存ダイアログ画面を使って保

存ファイルを指定して保存します。 

（５）保存したファイルは、ｺﾝﾊﾟｲﾙボタンのクリックによって、DSHGemLibまたは DSHEng4エンジンプログラム

で使用できるのオブジェクト形式のファイルに変換しておきます。 

コンパイルした結果の内容は、右側のログ画面に表示されます。エラーがあれば、エラー情報も表示され

ます。 

例えば、正常にコンパイルされた場合の結果は次のように表示されます。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コンパイルエラーが検出された場合は、エラー表示された内容に従って、エラーを解消するための編集を

行ってください。 

 

コンパイルによって、アプリケーションプログラムで使用できる言語別プログラム用ソースファイルが副

次的に生成されます。言語別にファイル拡張子が変わります。 

    

.h ： c, C++言語 

.bsa  ： VB6（Visual Basic 6.0）言語 

.vb   ： VVB.Net言語 

.cs ： C#(.net)言語 

 

これらのファイルには、各情報に与えられた名前（NAME）とそれに対する IDの値を定めるマクロ定義情報

が書込まれます。生成されたソースファイルの一部分ですが、言語別に示します。。 

 

① .h ファイル (C, C++) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

***** DSH Engine Equipment Variable Definition File Compiler ***** 

     C:\DSHEngC\bin\DshCompile.exe start 

     info source file = C:\DshEng4\cnf\EQINFO.TXT  

  ----------------------------------------------------------------- 

  End of DshCompile Compilation. 

    number of error   = 0 

    number of warning = 0 

      ==> obj_file = C:\DshEng4\cnf\EQINFO.fil 

  <DshCompile result >  

     source file (in)  = C:\DshEng4\cnf\EQINFO.TXT 

     object file (out) = C:\DshEng4\cnf\EQINFO.fil 

     .h     file (out) = C:\DshEng4\cnf\EQINFO.h 

     .bas   file (out) = C:\DshEng4\cnf\EQINFO.bas 

     .vb    file (out) = C:\DshEng4\cnf\EQINFO.vb 

     .cs    file (out) = C:\DshEng4\cnf\EQINFO.cs 

/*------------------------------------------------------*/ 

/*  C:\ DSHGemLib \bin_eq\EQINFO.h - DSHGemLib / DSHGemLib ID Definition*/ 

/*------------------------------------------------------*/ 

#define  EC_Mdln                                        1                // 0x00000001 

#define  EC_SoftRev                                     2                // 0x00000002 

#define  EC_InitCommState                               4                // 0x00000004 

#define  EC_InitControlState                            5                // 0x00000005 

#define  EC_InitOfflineSubState                         6                // 0x00000006 

#define  EC_SpoolEnable                                 7                // 0x00000007 

#define  EC_ControlMode                                 80               // 0x00000050 
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② .basファイル (VB6.0) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ .vb ファイル (VB2008) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ .cs ファイル (C#2008) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）ｴﾃﾞｨﾀｰで確認ボタンをクリックすると、テキストエディタープログラムでソースファイルの内容を確認 

することができます。エディタープログラムでファイルを変更した場合は、一旦閉じてから、最初から編

集操作をやり直してください 

（７）編集操作が全て終了した後は閉じるボタンをクリックして１つ前の画面に戻ります。 

編集によって情報が変更されたが、保存されていない場合は、そのまま終了するかどうかの問合せ画面が

表示されますので、そこで指示をしてください。 

Attribute VB_Name = "Eng_Id.bas" 

'------------------------------------------------------- 

' C:\ DSHGemLib \bin_eq\EQINFO.bas - DSHGemLib / DSHGemLib ID definition          

'------------------------------------------------------- 

Public Const EC_Mdln =                                  1                ' 0x00000001 

Public Const EC_SoftRev =                               2                ' 0x00000002 

Public Const EC_InitCommState =                         4                ' 0x00000004 

Public Const EC_InitControlState =                      5                ' 0x00000005 

Public Const EC_InitOfflineSubState =                   6                ' 0x00000006 

Public Const EC_SpoolEnable =                           7                ' 0x00000007 

Public Const EC_ControlMode =                           80               ' 0x00000050 

'------------------------------------------------------- 

' C:\DSHGemLib \bin_eq\EQINFO.vb - DSHGemLib / DSHGemLib ID definition          

'------------------------------------------------------- 

Public Class Ceng_id 

  Public Const EC_Mdln as Integer =                     1                ' 0x00000001 

  Public Const EC_SoftRev as Integer =                  2                ' 0x00000002 

  Public Const EC_InitCommState as Integer =            4                ' 0x00000004 

  Public Const EC_InitControlState as Integer =         5                ' 0x00000005 

  Public Const EC_InitOfflineSubState as Integer =      6                ' 0x00000006 

  Public Const EC_SpoolEnable as Integer =              7                ' 0x00000007 

  Public Const EC_ControlMode as Integer =              80               ' 0x00000050 

/*------------------------------------------------------*/ 

/*  C:\ DSHGemLib \bin_eq\EQINFO.cs - DSHGemLib / DSHGemLib ID Definition*/ 

/*------------------------------------------------------*/ 

namespace DshApp 

{ 

    class eng_id 

    { 

    public const int EC_Mdln =                           1;              // 0x00000001 

    public const int EC_SoftRev =                        2;              // 0x00000002 

    public const int EC_InitCommState =                  4;              // 0x00000004 

    public const int EC_InitControlState =               5;              // 0x00000005 

    public const int EC_InitOfflineSubState =            6;              // 0x00000006 

    public const int EC_SpoolEnable =                    7;              // 0x00000007 

    public const int EC_ControlMode =                    80;             // 0x00000050 
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４．３ 情報別編集画面の操作 

  

 各情報の編集画面では次の操作ボタンが共通に配置されています。これらのボタンの機能は下表の通りです。 

 

ﾎﾞﾀﾝ 機能 備考 

更新 
ID ﾘｽﾄの表示更新を行います。  

削除 
ID 一覧表の中の削除したい ID を選択した

後、ｸﾘｯｸします。 

 

新規 
新規に IDを追加したいときにｸﾘｯｸします。 その後、右側の編集画面に ID,名前、必要な項目

の値を設定し、確定します。 

編集 
ID 一覧表の中の編集したい ID を選択した

後、ｸﾘｯｸします。 

その後、右側の編集画面に必要な項目の値を設定

し、確定します。 

確定 
編集した内容を内部に取込記憶します。  

全ﾃﾞｰﾀﾘｾｯﾄ 
右側の編集画面上の設定値を全てｸﾘｱしま

す。 

 

閉じる 
編集を終了し、４．２の選択ﾒﾆｭｰ画面に戻

ります。 

その後、必要ならば、保存ﾎﾞﾀﾝで変更内容を内部

に保存します。 

              注）スプール編集画面では、用意された固有のボタンを使用します。 

 

 操作の基本は、左側の変数リストから変数を選択し、左上の編集ボタンのクリックで操作を選び、右側の表内で必

要な項目の設定、変更操作をして、その後、確定ボタンで内部に取り込みます。 

 IDまたは名前を変更したい場合は、一旦、当該 IDを削除した後、新規に設定するようにしてください。 
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４．３．１ EC、SV、DVVAL変数の編集 

 

 ４．２の選択メニュー画面で EC(装置定数)、SV(装置状態変数)、または DVVAL(装置ﾃﾞｰﾀ変数)に対する編集ボタン

をクリックすると次の編集画面が表示されます。下の例はSV装置状態変数編集のための画面です。 

 EC,SV,DVVALの編集画面は同じです。ただ、SVには値が変化したタイミングで CE(収集イベント)を通知させること

ができますので、そのためのCEIDの項目に対する設定項目が含まれています。 

 

 

 

 操作の基本は、４．３で説明したとおりです。 

 

 右側の編集画面の表内の設定項目の中で、入力部分のダブルクリックによって、値を選択できるように内部に登録

されている設定データの一覧表画面が表示されます。 

 これらのポップアップ画面を使って、設定したい値の行を選択し、確定ﾎﾞﾀﾝをクリックすることで簡単に設定操作

ができます。 

 

 項目名 Format の行については、コンボボックス(プルダウンリスト)を使って選択設定できます。 

 

L ﾌｫｰﾏｯﾄの変数にﾘﾝｸされ

る変数の設定、表示に使

用します。 
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４．３．１．１ 変数データのフォーマットの設定 

 

 また、全変数共通ですが、フォーマットが L (LIST)の変数の設定時は、画面右側の LIST アイテムに含める変数

ID設定操作のボックス内のボタンが有効になります。そして、変数IDを選択するための変数 ID一覧表画面が表示さ

れます。 

 format選択ボタンは変数のデータフォーマットを設定する際に使用します。下のData Format画面がポップアップ

されます。ここで、設定したいフォーマットのセルをクリックし、確定ボタンをクリックすると、変数定義表のセル

に選択されたフォーマットが設定されます。 変数定義表の Formatセルのダブルクリックによっても同様の操作がで

きます。 

 

       Data Format選択画面             
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４．３．１．２ Lフォーマット変数の設定操作 

 

 VID の中にはレポートにリンクされるものがあります。また、レポートにリスト構造を持たせる必要があるケース

があります。その場合、 L(list)フォーマットの変数には、その変数に含まれる0個以上の変数 IDを定義すること

になります。 

 以前のバージョンでは、END フォーマットを使用して 、L と含まれる変数 ID 群とを囲んで定義していましたが、

今回のバージョンでは、Lフォーマットに含まれる変数 IDを直接画面で選択して定義することになりました。 

 Lフォーマットの変数に含む変数 IDの数は、変数のプロパティ nominal値に設定されます。 

 

 新仕様では、定義ファイル内に、例えば、次のように表現されることになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 この例は、名前 SV_List, ID=254の装置状態変数は、LISTフォーマットの変数であり、３個の他の変数がリンクさ

れています。そして、含まれる他の変数は、SV_Clock, SV_ControlState, SV_List2であることを表しています。 

 

 例えば、この SV_List1を選択すると、編集画面は、次のように表示されます。 

def_sv  SV_List1{ 

        svid:     254                           //  

        format:   L[1] 

        nominal:  "3" 

        vid : SV_Clock 

        vid : SV_ControlState 

        vid : SV_List2 

        } 

選択対象の変数 ID 一覧表で

す。ｸﾘｯｸでﾘﾝｸしたい変数名を

選択します。 

 

 

上書きまたは挿入ﾎﾞﾀﾝｸﾘｯ

ｸで、左の変数ID一覧画面

で選択されている変数が

上書きまたは挿入されま

す。 
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 この画面が表示された後の操作について説明します。 

 

（１）使用するボタン 

 

ﾎﾞﾀﾝ 機能 

EC参照 
既に登録されている装置定数IDの一覧表を表示します。 

SV参照 
装置状態変数 ID一覧表を表示します。 

 

DV参照 
ﾃﾞｰﾀ変数 ID一覧表を表示します。 

ｷｬﾝｾﾙ 
上のﾎﾞﾀﾝで表示した一覧表表示を閉じます。 

上書き 
変数 ID一覧表画面で選択されている変数を、現在選択されている行に上書きします。

上書き後、次の行に進みます。 

挿入 
変数 ID 一覧表画面で選択されている変数を、現在選択されている行の前に挿入しま

す。現在行以降の変数は後方にシフトされます。 

削除 
現在選択されている変数 IDを削除します。そして、現在行の後方の変数 IDを前方向

にシフトします。 

 

 

（２）操作 

① 最初に画面上の設定したい行にカーソルを移し、クリックします。 

② 次に、変数 IDを上書きまたは挿入したい場合は、変数ID一覧画面上のリンクしたい変数 IDを選択し 

   ます。 

③ その後、上書きまたは挿入ボタンをクリックし、設定します。 

④ 現在行を削除したい場合は、①の後、削除ボタンをクリックします。 

⑤ 左のパラメータ設定画面の nominal欄には、リンク変数の数が反映されます。 

 

⑥ 以上、編集した情報は、確定ボタンがクリックされた時点で内部に取り込まれます。 
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４．３．１．３ SV状態変数値変更時時のイベント IDの設定 

 

 それから、状態変数（SV）の場合、SV値の変化の際に通知するイベント ID(CEID)を設定することができます。その

場合は、CE選択ボタンをクリックすることによって CEID一覧表をポップアップし、イベント IDリスト上の CEIDを

選択し、設定することができます。 

 

                      収集イベント CEIDの選択画面 
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４．３．２ トレース情報の編集 

 

 トレースしたい状態変数(SV)とトレース条件を設定するための画面です。 

 

 操作の基本は、４．３で説明したとおりです。 

 

 右側の編集画面の表内の設定項目の中で、入力部分のダブルクリックによって、値を選択できるように内部に登録

されている設定データの一覧表画面が表示されます。 

 これらの画面で設定したい値の行を選択し、確定ﾎﾞﾀﾝのクリックで簡単に設定操作をすることができます。 

 

 トレース対象 SVIDの上書き、挿入、削除の操作は、以下のように行います。 

 

①真ん中のトレース対象 SVIDの表の、設定したい位置のセルを選択します。 

 

②上書き、挿入の場合 

“ﾄﾚｰｽ対象にする SVIDの選択”の SVID一覧表からトレース対象にしたい SVIDを選択し、上書き、挿入

ボタンをクリックします。これで、トレース対象の表に加えられます。 

挿入の場合は、その位置以降に設定された IDがあれば、それ以降の IDは後方に移動されます。 

③削除の場合は、削除ボタンをクリックします。 

削除された後、その位置以降に IDがあれば、それらは前方に移動されます。 



                                        

18 / 24 

４．３．３ CE 収集イベント情報の編集 

 

 CE収集イベント ID、名前、リンクするレポート IDを設定するための画面です。CEの編集作業は、レポートの編集

の後に行う必要があります。 

 

 

 操作の基本は、４．３で説明したとおりです。CEIDに設定された順にレポート IDがリンクされます。 

 

 最初に左側の CEID一覧表上の、設定したい CEIDのセルをクリックし、選択します。 

 その後、レポート ID の上書き、挿入、削除の操作を行い、確定ボタンのクリックで簡単に設定操作をすることが

できます。 

 CEIDにリンクされるﾚﾎﾟｰﾄ IDの上書き、挿入、削除の操作は、以下のように行います。 

 

①画面中央のリンクﾚﾎﾟｰﾄ IDの表の、設定したい位置のセルを選択します。 

②上書き、挿入の場合 

“CEに含めるﾚﾎﾟｰﾄ ID設定操作”のレポート ID一覧表からリンクに含めたい IDを選択し、上書き、挿入

ボタンをクリックします。これで、リンクされているレポートIDの表に加えられます。 

挿入の場合は、その位置以降に設定された IDがあれば、それ以降の IDは後方に移動されます。 

③削除の場合は、削除ボタンをクリックします。 

削除された後、その位置以降に IDがあれば、それらは前方に移動されます。 
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４．３．４ レポート情報の編集 

 

 CE(集イベント)にリンクされるレポート IDですが、この画面ではレポート IDにリンクしたい変数 IDの設定を行い

ます。 

     

 

 操作の基本は、４．３で説明したとおりです。RPIDに対し設定された VIDの順番にリンクされます。 

 レポートにリンクされる VIDで、リスト構造を持たせる必要がある場合が生じますが、その場合そのリスト変数を

１個だけ指定すればいいことになります。 

 

 最初に左側の RPTID一覧表上の、設定したい RPTIDのセルをクリックし、選択します。 

 その後、変数 IDの上書き、挿入、削除の操作を行い、確定ボタンのクリックで簡単に設定操作をすることができま

す。 

 RPTIDにリンクされる変数IDの上書き、挿入、削除の操作は、以下のように行います。 

 

①画面中央のリンク変数 ID表の、設定したいセル位置位置をクリックして選択します。 

②上書き、挿入の場合 

“CEに含める変数 ID設定操作”の変数 ID一覧表からリンクに含めたい IDを選択し、上書き、挿入ボタ

ンをクリックします。これで、リンクされている変数IDの表に加えられます。 

挿入の場合は、その位置以降に設定された IDがあれば、それ以降の IDは後方に移動されます。 

③削除の場合は、削除ボタンをクリックします。 

削除された後、その位置以降に IDがあれば、それらは前方に移動されます。 
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４．３．５ アラーム情報の編集 

 

 アラーム ID、名前、ALCD, ALTXなどを編集し、登録します。 

  

 
 

 aled当該アラーム IDの有効性を指定します。Enableか Disableかをコンボボックスで選択します。 

 

 ce_on、ce_offは、アラーム通知のタイミングで通知する収集イベントIDを指定することができます。 

 

 ce_on, ce_offの入力欄をダブルクリックすると、４．３．１．３の変数の編集時と同様にイベントID選択画面が

ポップアップされます。 
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４．３．６ PPプロセスプログラム情報の編集 

 

 プロセスプログラムの ID,名前、PPBODYの編集を行い、登録します。 

 （メッセージ S7F3, F5を使用するシステムに適用されます。） 

 

 

 

 操作の基本は、４．３で説明したとおりです。 
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４．３．７ FPP書式付プロセス情報の編集 

 

 書式付プロセスプログラムの編集を次の画面操作で行います。 

 （メッセージ S7F23, F25を使用するシステムに適用されます。） 

 

 
 操作の基本は、４．３で説明したとおりです。 
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４．３．８ レシピ情報の編集 

 

 レシピの編集を次の画面操作で行います。 

 （メッセージ S15F13, F17などを使用するシステムに適用されます。） 

 

 
 

 操作の基本は、４．３で説明したとおりです。 
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４．３．９ スプール情報の編集 

 

 スプール情報の編集はつぎの画面を使用します。 

   
 

 本画面は他の情報画面の操作とは違いますが、各ボタンの機能は以下の通りです。 

 

ﾎﾞﾀﾝ    機 能 

更新 
登録済みﾒｯｾｰｼﾞ一覧表を更新します。 

全登録の削除 
内部に登録されてる全ｽﾌﾟｰﾙ情報を削除します。 

指定ｽﾄﾘｰﾑ削除 
Streamに指定されたｽﾄﾘｰﾑのｽﾌﾟｰﾙ情報を削除します。 

設定 
Stream で指定され Function ﾘｽﾄに表示されているｽﾌﾟｰﾙ情報を内部に登

録します。 

閉じる 
編集を終了し、４．２の選択ﾒﾆｭｰ画面に戻ります。 

現設定値表示 
Streamで指定されたｽﾄﾘｰﾑの現設定値を Function ﾘｽﾄに表示します。 

Function追加--> 
Functionに設定されたﾌｧﾝｸｼｮﾝを Function ﾘｽﾄに追加します。 

Function ﾘｽﾄﾚｾｯﾄ 
Function ﾘｽﾄの内容を全て消去します。 

 

 なお、設定を行うと、そのとき Streamに指定されているｽﾄﾘｰﾑの登録情報が一旦削除され、新規にFunction ﾘｽﾄに

表示されているﾒｯｾｰｼﾞがｽﾌﾟｰﾙﾒｯｾｰｼﾞとして登録されます。 
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